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日本一美しいとｔわれている（わんぱく塾の中では！ ）晴海ケｆｉからの夕焼けが今年ば 太に

コロナのａ威もこの夕 日のように、 間もなく消えて無くなりそうな、そんな予鼈ｙＷＣ遒

゛７ ’ド ’ふの在－１た阿１卩゜と丸Ｌ」』 では 白太
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今年度もコロナウイルスの影響で、 わんぱく塾事業をはじめ南あわじ市が実施している青少年事業につい
ー　　－

ては中止や縮小が相次ぎました。第 ５波までの流行期にも 、ノか学生の児童に対しては比較白ＩＪ感染が少な

く、 コロナ感染対策を徹底して朽ニう事で、 わんぱく塾事業は無事開催することが■来ました。

しかしながら、第 ６波の流行期には小学生の児童が感染者の大きな比重を占める状態になっていること
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を考えると、 今後の青少年事業実施に於いては、 これまでのコロナに対する考え方や感染対策を根本から

見直す必要に迫られている状況です。

年の積み重ねが重要であり、簡単に止めて良いものでもない事から、どのような対策を行えばこ］ ［］ナ禍でも事

業実施ができるのかという難しいＷ隨た抱えながら、 来年度以降のま営を考えて行かなければなりません。

何はともあれ、第 ５まの直前に夏休み事業が、第 ６波の直前に冬休み事業が無事開催できたのは、

皆様の持つ∃ｌによるものかもしれないと思います。 早くコロナが収束して 、以前のようにたくさんの子どもたちと
ー

交じり合えるようになることをむから祈願申し上げます。
－

ボーイスカウ トＥ原第４回委ａａ・わんぱくＳ実行委員長 宮本 潤子

バイ八｀イ！ かすみ先生
昨年 の「 えの ちゃん」 に続 いて 、今年もわん ぱく 塾の名物 講師 であ る「 かすみ先

生」 が５ １退することになりました。公民館の子ども絵画教室でも指導していた先生が

突然東京 に５ １つ越しますという話を聞 いたのが昨年末で した。

ほんわかした雰囲気で、毎週むＥ館に居るほ景が日常になつていたので、突然の

５１ぷ宣言に戸惑いましたが、 新天地でも絵を教え続けるそうですので 、これからもか

すみ先生の活躍をａくからぬ援しています！ 来年度からは新しい先生を向え、子ど

も絵画教室の開催を予定しております。
Ｊ

囗回ヤはｔ？Ｆ　Ｉが 『わんぱくジ，１　　 ツク１なあ～！
わんぱく塾の始まりは、全児童ミ択機というコンセプトで、市内の圭ノｊ学校から出来るだけ大勢の児童を集めて、

少子化が進み異年齢交流や地域間交流の橋台が少なくなった子どもたちに集団遊びの中で人間性の構築を行
い、 健全育成を推ましようとする目的でした。

それが、 昨年度から続くコ ロナのお響で 、参加者数を出来るだけ少なくしての事業実施が必要になりま した。また、

わんぱく塾名物の「ななこ先生のクッキー作り」や「真夏のケーキ作り」も開催できず、 沼島にも回万十川にも行けませ
んで した。そんな影響も有 り、 参加者総数が ７０ ０名を切るまでに減少するという残念な １年間になりました。

来年度もコロナは終息していないかもしれません。でも、 「明けない夜は無い」 、「やまないｍは無い」といわれます。
今年度の楽しかった思い出を振りぶりながら 、来年度こそ沢Ｌ」』 の子どもたちがわんぱく塾に集まって、 ワイ ワイガヤガヤ

と遊べる 日常が帰ってくることを９いたいと兎、います。

人は人との関わりの中でこそ成Ｒする生き物ですので、リモー トばかりでは物足りないと感じることが有ります。多くの
仲間が集まって何かをする体験が子イＪ＝ｔたちの成Ｒに必要なビタミン剤でありますので、 これからも子どもたちの笑顔が
見られるように、 楽しい事業を計画していきます。来年度も楽しみにしてください。

わんぱく塾事務局 ワン パーク大∃Ｅ
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
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